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校長 村上 直幸 

２０２２年を振り返って 
気がつけば、街にはクリスマスソングが流れ、コートの襟を立てて歩く人の姿が目立つようになりました。２０２２年もあと数日

で新たな年に変わります。皆さんが今年を振り返る季節です。 

 ２０２２年（令和４年）も一昨年、昨年に続いて、感染症の影響が色濃く残る中でスタートしました。しかしながら、世界的なパン

デミックを経験した私たちは感染拡大を防ぐことと社会活動を継続することを両立する術を見出して、できることを増やしていく

年であった印象です。 

 本校では、新学習指導要領の趣旨を踏まえつつ、横浜が目指す「人づくり」の実現を具現化するために、今年度から新しい学

校教育目標を掲げて「未来を創造する人」の育成に取り組んでいます。ESD（持続可能な開発のための教育）の推進を学校

だけでなく保護者・地域と連携・協働しながらカリキュラム・マネジメントの中心に据えて、「ホールコミュニティ・アプローチ」とい

う視点をもって学校運営協議会を立ち上げました。瀬谷第二地区連合自治会会長の網代宗四郎様を協議会の会長にお迎え

して、委員の皆様には学校教育目標の承認や今後の学校づくりについて様々ご意見をいただいたところです。 

また、本校では今年度創立４０周年を迎えるメモリアル・イヤーを迎えました。PTA の皆様のご尽力、地域の皆様のご理解を

得ながら、コロナ禍でありながらも周年行事を無事に終えることができたことを大変うれしく感じております。記念種目を取り入

れて実施した記念体育祭は見応えある活動でした。昨年できなかった文化祭も工夫の末に記念コスモス祭として実施し、生徒

・保護者・教職員の間に大きな感動が広がりました。生徒会企画の「横浜開港祭」への全校参加も今年の素敵な思い出の一

つです。記念式典で披露していただいた記念品のエコバックは障害者支援を担う地域の NPO 法人「でっかいそら」さんとの

連携で実現したもので、下瀬谷中 ESD を後押ししていただけたことに感謝の念でいっぱいです。 

 先日までの数日間、３年生の推薦受験希望者との校長面接を実施しました。昨年もそうでしたが、私自身は貴重な学校評価

の機会だと捉えています。生徒が本校で何を学び、どんな成長を実感しているのか。一人一人から聞く話しに胸を打たれ、生徒

の背中を押すこと以上に私の方が明日の教育や未来の社会づくりに対する「やる気スイッチ」を押してもらっています。３年生

はこれからの受験期を前にして、学年の先生と生徒で『凡事徹底』というスローガンを掲げました。当たり前のことを当たり前

に継続することで、全員で笑って卒業式を迎えようとい

う願いが込められているそうです。３年生の巣立ちをしっ

かり見届けて、在校生・新入生が卒業生の残したレガシ

ーを引き継ぎながら次につながる学びを得て、この下瀬

谷中がますます発展していくことを願うばかりです。 

  

 

～自己実現を目指して勝負の時を迎える３年生たち～ 



生徒会役員選挙 

１２月９日、生徒会役員選挙が行われました。この日を迎えるまでの間、立候補者やその応援者たちは、ポスターを制作

したり政見放送をしたり、学活の時間に各教室をまわって自らの思いを生徒たちに真剣に訴えていました。現在の下瀬谷

中に何が足りなくて、今後どうしていくべきなのか。そのために自分が何をしたいのかを、それぞれの言葉で伝えることがで

きていました。 

投票は区役所からからお借りした記載台や投票箱を使用しました。生徒たちは自分の生徒手帳を投票権の証明として

提示し、厳粛な雰囲気の中で投票は進められました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎１２月をもって現生徒会本部役員の任期は満了となります。生徒会朝会や常任委員会・全校評議会の準備など学

校内の活動だけではなく、下瀬谷中学校の代表として学校外の活動にも参加してきました。多くの場面で７人力を合

わせて頑張ってきました。ありがとうございました。       

 

【旧生徒会本部役員メンバーから】 

３年 旧生徒会長   

 生徒会長としての仕事は大変なこともありましたが、とても楽しくやりがいを感じることができました。本部での活動も私にとって貴重な 

経験となりました。今後も生徒会での経験をもとによりよい学校生活を送りたいです。 

 

３年 旧 副 会 長   

 生徒会は、委員会や学年の代表者が集う「全校評議会」に参加したり、大きな行事の運営をしたりするため、学校を動かすという責任が

伴い、とてもやりがいを感じました。新しい形になっても、自覚をもって頑張ってほしいです。 

 

３年 旧 書 記   

 私は２年間、生徒会活動をさせてもらい、コロナ禍でも仲間と試行錯誤しながら取り組んだことで達成感を得ることができました。貴重な

経験をありがとうございました。 

 

３年 旧 会 計   

 生徒会は１つの物事に対して長い時間をかけて深く考えたりそれぞれの役員が責任をもって活動したりしてきました。大変なこともたくさ

んありましたが、友人や先生方から「お疲れさま、行事良かったよ」などと声をかけてもらえた時はやっていてよかったと感じました。 

 

◎２年生３名が継続して生徒会本部役員の活動をしていきます。今までの経験をいかし、新しい生徒会本部として下

瀬谷中学校を引っ張っていきます。よろしくお願いします。 

 

【新旧生徒会本部役員メンバーから】 

２年 新生徒会長 旧副会長   

 選挙活動に関係しているみなさん、ご協力いただきありがとうございました。この１年間、先輩の支えもありここまで活動できました。会長

になった今、生徒会本部やこの学校全体を引っ張っていく立場として自覚と責任を持ち、活動していきます。 

 

２年 新 旧 書 記   

 昨年から生徒会本部に所属し、生徒会役員として下瀬谷中学校を見てきました。笑顔あふれる素敵な学校だと思っています。あいさつ

運動を通して「自分からあいさつをする」ということをこれからも呼びかけていきたいと思います。 

 

２年 新 旧 会 計   

 生徒のみなさん選挙活動にご協力いただきありがとうございました。僕は引き続き、会計という立場に留まらず、より広い視野をもって、

活動していきたいです。１年間よろしくお願いします。 

 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎新しく生徒会本部役員に加わる４名です。今まで先輩方が 

築き上げた歴史のバトンを受け取り、よりよい下瀬谷中学校を 

作っていきます。頑張ります。 

 

【新生徒会本部役員メンバーから】 
２年 新 副 会 長   

 私は生徒会本部に関して分からないことだらけですが、 

「全学年と交流できる行事を作る」という目標を胸に、新生徒会メンバーと 

共によりよい学校を作っていこうと思っています。よろしくお願いします。 

 

１年 新 副 会 長   

 私は、クラスや学年の団結力が強く、先輩後輩の仲が良い下瀬谷中学校が大好きです。より誰もが過ごしやすく互いを尊重できる学校に

していくために、みなさんの意見を取り入れていきたいです。そのために人との関わりを大切に副会長として会長の補佐を務めていきます。 

 

１年 新 書 記   

 私は書記として、生徒会本部の一員として、最後まで責任をもち、全力で取り組んでいきたいです。そしてみなさんがより過ごしやすい下

瀬谷中学校にしていきたいです。よろしくお願いします。 

 

１年 新 会 計   

 私が生徒会本部に入ったのは、みんなが楽しく過ごせる学校を作るためです。その目標のため、これから努力していきますのでよろしくお

願いします。 

 

 

 

第２７回瀬谷区中学生作文コンテスト 

瀬谷区では、法務省が主唱する「社会を明るくする運動」の一環として作文コンテストを行います。「犯罪非行のない地

域社会づくりや犯罪・非行した人の立ち直りについて考えたこと、感じたこと」をテーマに作品を応募し、本校からは５

名の生徒が入賞しました。 

瀬谷区民生委員児童委員協議会会長賞 

２年 「自分なりの生き方を見つけるには」 

瀬谷区 PTA連絡協議会会長賞 

 ２年 「人とのつながりを大切に」 

瀬谷区保護司会会長賞 

 ２年 「誰もが生きやすい環境づくりを目指して」 

佳作 

 ２年 「人生リセットボタン」 

 ２年 「世界に大きな花が咲くように」 

 
令和四年度 薬物乱用防止標語コンクール 

横浜瀬谷ライオンズクラブが主催する薬物乱用を防止するための標語コンクールが、今年も開催されました。本校から

は２名の生徒が入賞しました。 

学校賞 

 薬物は 僕らの世界を うばいとる   ３年  

入選 

 一度だけ 軽い気持ちで 壊れてく   ３年  


